
労金創立60周年記念式典

勤信協、一般財団法人へ

ユーコープの発足にあたって

災害ボランティアによる図上訓練

国際協同組合年実行委員会閉幕式

ALWF地域セミナー報告

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Spring

春号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

新 企 画
事業団体職員・労福協役員へ贈る

自主福祉運動の歩み

新 企 画

人物登場
地区労福協三役の
22地区リレートーク

福祉基金（ALWF）協会からのお知らせ

川柳表彰式

乗り越えられない
壁はない
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　静岡
勤
信
協
は

一
般
財
団
法
人
へ

　移行
し
ま
し
た

　
静
岡
勤
信
協
は
、平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら
新
法
人「
一
般
財
団
法
人 

静
岡
県
勤
労
者
信

用
基
金
協
会
」と
な
り
ま
し
た
。公
益
法
人
制
度
改
革
に
お
い
て
、従
来
の
財
団
法
人
は「
公

益
財
団
法
人
」又
は「
一
般
財
団
法
人
」へ
の
選
択
を
迫
ら
れ
、当
協
会
は
、「
一
般
財
団
法
人
」

へ
の
移
行
認
可
申
請
を
選
択
し
、静
岡
県
公
益
認
定
等
審
議
会（
平
成

年
1
月
8
日
）で
移

行
認
可
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。事
業
と
し
て
は
、債
務
保
証
事
業
を
従
来
通
り
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
新
法
人
へ
の
移
行
後
も
何
ら
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
移
行
認
可
申
請
に
お
い
て
最
大
の
課
題
は
、昭
和
40
年
に
当
協
会
が
設
立
さ
れ
た

以
降
、苦
労
し
な
が
ら
も
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
た
正
味
財
産
を
、今
後
の
債
務
保
証
事
業

の
た
め
に
如
何
に
保
全
す
る
か
で
あ
り
ま
し
た
。

　
公
益
法
人
制
度
改
革
の
た
め
新
た
に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
は
、「
一
般
財
団
法
人
」を
選
択

す
る
と
原
則
と
し
て
、こ
れ
ま
で
保
有
・
造
成
し
て
き
た
正
味
財
産
は
、公
益
目
的
実
施
事
業

（
赤
字
と
な
る
事
業
）を
設
定
し
そ
の
全
額
を
使
い
切
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
し
た
。こ
れ
で

は
継
続
し
て
債
務
保
証
事
業
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、現
在
保
有
す
る
正
味
財

産
は
、今
後
も
債
務
保
証
事
業
を
継
続
す
る
上
で
、必
要
不
可
欠
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
、静
岡
県
公
益
認
定
等
審
議
会
で
認
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、平
成

年
4
月
、理
事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て「
一
般
財
団
法
人（
非
営
利
型
）

認
可
申
請
準
備
委
員
会
」を
設
置
し
、こ
れ
ま
で
計

回
開
催
し
具
体
的
な
対
策
案
を
検
討

し
、移
行
認
可
申
請
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
、保
有
す
る
正
味
財
産
の

全
額
を
保
全
し
、「
公
益
目
的
支
出
計
画
無
し
」で
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、今
後
も
優
良
保
証
機
関
と
し
て
、労
働
金
庫
と
共
に
勤
労
者
の
生
活
、福
祉

の
向
上
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
、こ
れ
ま
で
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

25

25

22

16 

　
静
岡
県
労
働
金
庫
は
、60
回
目
の
創
立

記
念
日
で
あ
る
２
０
１
３
年
３
月
１
日

（
金
）に
、記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
を

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、総
勢
３
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、こ
れ
ま
で

の
感
謝
を
表
し
、ま
た
60
年
間
積
み
上
げ

て
き
た『
つ
な
が
り
』を
財
産
に
、今
後

の
永
続
的
な
発
展
に
向
か
っ
て
、心
ひ

と
つ
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
機
会

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、加
藤
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、来
賓
の
祝
辞
と
し
て
、静
岡
県

　
コ
ー
プ
し
ず
お
か
・
コ
ー
プ
か
な
が
わ
・
市

民
生
協
や
ま
な
し
は
こ
れ
ま
で
30
年
近
く
に

わ
た
り
、全
国
の
生
協
に
先
駆
け
て
共
同
連

帯
の
も
と
で
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。2
0
0
8
年
、生
協
法
改
正
に
よ
り
生
協

の
県
域
を
越
え
た
事
業
と
活
動
が
認
め
ら

れ
、合
同
の
門
戸
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
3
つ
の
生
協
の
理
事
会
で
は
、組
合
員
の

く
ら
し
と
地
域
社
会
へ
い
っ
そ
う
貢
献
し
て

い
く
た
め
に「
新
し
い
コ
ー
プ
」を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。こ
の

4
年
間
、組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
て
い

ね
い
に
話
し
合
い
を
進
め
、２
０
１
2
年
　
月

５
日
に
開
催
さ
れ
た
３
生
協
の
各
臨
時
総
代

会
で
、そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
組
織
合
同
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
３
月
　
日
、生
活
協
同
組
合

ユ
ー
コ
ー
プ
は
組
合
員
数
１
８
０
万
人
、供

給
高
１
、９
０
０
億
円
の
、静
岡
・
神
奈
川
・
山

梨
３
県
を
エ
リ
ア
と
す
る
生
協
と
し
て
船
出

し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
く
ら
し
と
ユ
ー
コ
ー
プ
の
経
営

を
め
ぐ
る
環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン「
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、生
き
る
を
支
え
る
」の
実
現
を
め
ざ
し
、

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
な
く
ら
し
の
た
め
に
、

ユ
ー
コ
ー
プ
は「
こ
こ
ろ
」と「
く
ら
し
」の
身

近
な
支
え
役
と
し
て
、３
つ
の
生
協
が
は
ぐ

く
ん
で
き
た
連
帯
の
力
を
結
実
さ
せ
、あ
ら

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

10
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〈
加
藤
理
事
長
の
記
念
式
典
挨
拶
要
旨
〉

①
１
９
５
３
年
３
月
１
日
に
設
立
し
た

静
岡
県
労
働
金
庫
は
、本
日
創
立
　
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
　
年
の
歴
史
を
一

言
で
回
顧
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り

ま
す
が
、戦
後
の
混
乱
の
中
に
お
け
る

創
成
期
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
今
日
、預
金
量
は
１
兆
円
を
展
望
し
、

融
資
量
は
６
，０
０
０
億
円
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
運
動
と
努
力
の
成
果

と
し
て
、あ
ら
た
め
て
60
年
間
携
わ
っ
た

す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

③
こ
の
た
び
、創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎

え
、
60
年
の
歴
史
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
の
大
き

さ
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、新
た
な
挑

戦
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

④
今
後
も
、長
い
年
月
の
中
で
築
き
上

げ
て
き
た
、多
く
の
皆
様
と
の「
つ
な
が

り
」を
財
産
と
し
て
、常
に
勤
労
者
に

と
っ
て
一
番
身
近
で
頼
り
に
な
る「
く

ら
し
応
援
バ
ン
ク〈
静
岡
ろ
う
き
ん
〉」

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、会
員
・
勤
労
者

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

60

60

知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
静
岡
県
経

済
産
業
部
部
長
代
理
　
渥
美
敏
之
様
よ

り
代
読
い
た
だ
き
、続
い
て
財
務
省
東

海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
長
　
堀
江

弘
保
様
な
ら
び
に
全
国
労
働
金
庫
協
会

石
橋
嘉
人
理
事
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。記
念
式
典
は
厳
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、祝
賀
会
で
は
、加
藤
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、静
岡
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
理
事
長
　
吉
岡
秀
規
様
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
勢
　
名
に
よ
る
鏡
開
き
の
後
、当
金

庫
元
理
事
長（
現
S
R
ク
ラ
ブ
会
長
）粟

倉
義
久
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
歓

談
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。労
金
発
展
の

礎
を
築
い
た
人
、利
用
拡
大
に
向
け
て

日
夜
教
宣
活
動
を
続
け
て
き
た
人
、組

合
員
の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
応
え
て

き
た
人
な
ど
、出
席
い
た
だ
い
た
多
く

の
先
人
達
と
現
役
役
職
員
が
交
わ
っ

て
、思
い
出
話
の
輪
が
広
が
り
、創
立
60

周
年
記
念
D
V
D
の
上
映
や
三
味
線
ユ

ニ
ッ
ト
疾
風（
は
や
て
）生
演
奏
が
続

き
、会
場
全
体
が
新
た
な
歴
史
を
刻
み

大
き
な
飛
躍
へ
の
希
望
に
満
ち
溢
れ
る

中
、中
西
副
理
事
長
の
中
締
め
で
、創
立

60
周
年
祝
賀
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

14
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生活協同組合
ユーコープの
発足にあたって

静岡県労働金庫
創立６０周年記念式典・祝賀会

吉岡理事長 粟倉SRクラブ会長加藤理事長

小塚理事長

中西副理事長
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国際協同組合年
静岡実行委員会閉幕式

　1月30日、静岡市のクーポール会館で国際協同組合年静岡実行委員会の閉幕式が開
催されました。静岡県実行委員会は、2012年が国連で定めた国際協同組合年にあたり、
協同組合の価値や協同組合が現在社会で果たしている役割等について広く県民に認
知されるような取組みと、協同組合運動を促進する取組みを行うことを目的として
2011年11月に設立されました。実行委員会は県労福協、労働金庫、県生協連、農業協同
組合中央会などの8団体で構成され、各種活動を進めて来ました。
2012年に行われた具体的な活動は以下の通りです。

　協同組合間の連携で開発された「さばじゃが君」はマ
スコミによる報道が予想以上に行われ、問合せも多く
あったと聞いています。その意味では協同組合の認知
度は一定程度、向上したのではないかと思います。1月
30日をもって国際協同組合年実行委員会は解散しまし
たが、育林活動などは引き続いて行う予定です。また、
多くの方の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

開幕記念
講演会

2012年1月24日
グランシップ

記念植樹 2012年5月12日
富士宮市北山大久保

事業計画説明と
記念講演

記念演劇
2012年8月24日
静岡市市民文化会館

わらび座によるミュージカル
「おもいでぽろぽろ」の公演

育林活動 2012年9月29日
富士宮市北山大久保

記念植樹地の保全を図る
ために草刈作業を実施

地域
清掃活動

2012年11月18日
安倍川親水広場

安倍川流木クリーンまつりに参
加し、流木の除去作業を実施

地域イベント

オリジナルブランド
品の企画・開発

2012年
11月24日～25日
ツインメッセ

「産業フェアしずおか２０１２」に参加
し国際協同組合年のＰＲ活動および
「さばじゃが君」試食を実施

「静岡発　さばじゃが君」　
規格外のゴマサバと規格外のジャガ
イモをメンチした商品を開発

海外
視察研修

2012年
10月20日～26日

「協同組合の
源流を学ぶ」の
実施ロッチデール公正先

駆者組合記念施設
などの視察

クヌギ・コナラ苗木
250本を植樹

　３月２日～３日に労政会館で県内外のボランティア団体の

関係者が４２０名集まり、静岡県、ボランティア協会、福祉基金

協会などの主催の「第８回災害ボランティアによる救援活動

のための図上訓練」が開催されました。従来の訓練は県内外

の災害ボランティアと関係者との信頼関係の作りや情報交

換の場として訓練を行ってきました。しかし、今回は訓練の場

だけに終わらないようにするために、平時から県内外の団体

の繋がり・取組みを広げるための訓練として2日間に渡り行わ

れました。

　今回の参加団体に対しては訓練の事前課題の提出を義

務付けていました。課題の内容は東海地震における市町の

被害想定、参加団体のある市町の現状分析や参加団体の

ある市町のＰＲをシートに纏めてくることでした。

　１日目は東日本大震災で、いち早く沿岸被災市町の支援

を行った遠野市の動きを学び、自分の地域の課題や後方支

援の意義などを考えるために、岩手県遠野市長の本田氏を

講師として招き「東日本大震災、遠野市はどう動いたか」とい

う演題で講演が行われました。講演の中で遠野市は岩手県

の内陸部と沿岸部を結ぶ中間点に位置し、沿岸部が被災し

た際には後方拠点としての期待がされている事や、後方支

援を意識した訓練を実施していたからこそ東日本大震災時に

はその訓練がいきたと話をしていました。また、マニュアルに書

いてない事も、被災者の事を考えて、本田市長が素早く判断

を下したことも話をしていました。

　今回の訓練は災害前からの絆づくりがテーマになっていま

した。大きな災害が起こると全国から多くの支援者が被災地

に入ってきます。しかし、知らない人ばかりで、どの団体を信用

して良いのか分りません。そこで、平時から「顔の見える関係」

作りの為に、県内外の団体をお互いに知り、平時からのお付

き合いの出来るパートナー探しを行いました。パートナー探しの

仕掛けとして、県内団体と県外団体のお見合いを行いまし

た。具体的には、県内からの参加団体は県外の参加団体の

ブースを訪問しながら情報収集し、自分たちの団体と交流・

支援を希望する団体を探すというものです。また、県外からの

参加団体も同様に交流・支援希望する県内の団体を選択し

ていきます。お互いの県内外の団体同士が上手くマッチング

（相思相愛関係）出来ればいいのですが、マッチング出来な

い団体については県ボランティア本部が仲人となり参加団体

を紹介し、県内外団体とのマッチングを行いました。

　１日目の研修会後には懇親会も企画されており、県内外の

団体との交流がされました。

　２日目は継続した関係づくりの為にマッチング出来た団体

同士が更に交流を深め、今後どんな交流が出来るかなどの

話し合いを行いました。

　今回の訓練で県内外団体との絆が深まり、具体的な交流

が約束された団体もありました。また、志太榛原地域では、ボ

ランティアセンターの立上げ訓練に、まずはお互い訓練に参加

して、将来的には志太榛原地域で統一して立上げ訓練を行

いたいとの報告がありました。今回の絆が末永く続き、災害時

にこの絆が活かされることを期待しています。　

災害ボランティアによる
救援活動のための
図上訓練開催される

第８回
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　福祉基金協会の教育事業の一つである2012年度「ALWF地域セミナー」が、２
月１日東部地域（会場:「ホテル沼津キャッスル」）、２月８日（会場:浜松「呉竹荘」）、
２月15日（会場:静岡「クーポール会館」）の三会場に於いて延べ１７０名余の参加
者で開催がされました。
　このセミナーの開催目的としては、“自主福祉運動への理解を得て将来を担う
リーダーの育成”と“労働組合及び福祉事業団体への意識を高め参画と実効を目
指す”として、就任３年以内の役員経験が浅い労働組合役員等が参加対象です。
　要約すれば、“労働者福祉運動入門コースの初級編”としての位置づけをして
おります。労働組合の役員に就いた途端に「労福協活動」への参加、そして「労金」「全労済」の取組推進をすることが求められ
ますが、何で「労福協活動」なのか、何で「労金」「全労済」の取組推進をしなければならないのかなど、事業団体についての成り
立ち・意義などを含めイロハを理解していただきたいのです。
　また、日ごろより労組三役の方々であれば、「労働団体・労福協・労金・全労済」など地域で他労組の方々との交流場面がい
くつかありますが、役員就任が浅い執行委員の方々ですとそのような場面も少ないと思いますので、他労組役員の方々との意
見交換と交流の場面にしていただければとの主催者側の想いもあります。この「地域セミナー」は毎年開催をしておりますが大
変好評を得ており、今年は分散会の時間も少し多めにとりながら、皆が参画できるワークショップも盛り込みました。

■セミナーの講座内容
　　1.　①講義　　　～自主福祉運動の歴史と意義～　『静岡県労働者福祉運動小史』に学ぶ
　　　　講師　　　静岡県労働者福祉運動小史　講師団
　　　②活動報告　～ALWF地域セミナーのみなさんへ～　『労福協活動について』
　　　　講師　　　県労福協　事務局長
　　　③講義　　　～静岡労金からの提案～　『ろうきんの活動と制度について』
　　　　講師　　　静岡労金職員
　　　④講義　　　～全労済からの提案～　　『保障設計運動について』
　　　　講師　　　全労済静岡県本部職員
　　２.分散会＆ワークショップ
　　　　分　散　会　　～　自己紹介・講義、活動報告を受けての懇談&意見交換
　　　　ワークショップ　～　「運動小史・労福協」「労金」「全労済」について考察
　　３．交流会＆分散会報告会

■参加者アンケートの主な感想
運動小史 ： 労働者自主福祉運動の意義・歴史についてと、労働組合活動から生まれ労働運動の一環であることが理解できた。
　　　　　引き続き運動を発展させていく必要があり、今後の組合活動のひとつとして活かし若い人たちへも伝えていきたい。
労 福 協 ： 県労福協・地域、地区労福協の活動を理解することができ、働く人たちの幸せを求めて、幅広く活動していることが
　　　　　学べた。
労　　金 : 労金を利用すると勤労者の生活向上に繋がることと、皆が運営に関わっていることが理解できた。また、組合員への
　　　　　知らせる活動について大変に参考になったので、これからも労金の制度や商品がより良いものになるように協力して
　　　　　　いきたい。
全 労 済 : 保障設計運動の大切さが理解でき、自分の保険の見直しをしたいので全労済に相談していこうと思う。また組合員
　　　　　が万が一の時も困らないように、組合員の相談にのり、皆に伝えて　いく役目を果たして運動に取り組みたい。　
等 ・々・・・・
　総じて、セミナーに参加して、歴史・労福協・労金・全労済について理解を深めること
ができ、良いところを取り込み今後の実践活動を広めていきたいとか、分散会において
は、他労組の取組が紹介され懇談・交流もできて新しい気づきもあった。そして、・ワーク
ショップを盛り込んだことで、皆と打ち解けることができ、意見交換及び考え方が確認でき
て大変有意義であったと等の感想があった。

　主催事務局としては、参加者がこのセミナーで学んだことを、各組合へ持ち帰り活かしてい
ただくと同時に、次代を担う若手リーダーとして育っていただくことを期待して止みません。 分散会ワークショップ風景

分散会報告＜成果物発表＞　

セミナー風景

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会

～次代を担う若手リーダーの育成を目指して～
2012年度 『ALWF 地域セミナー』 開催川
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会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

暮らし
何でも相談 

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

■問合せ先

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

開催日：2013年6月27日（木）
会　場：静岡県勤労者総合会館内
時　間：開始時間調整中（下記へお問合せ下さい）
定　員：各時間3名計9名（事前予約制・先着順）
申込問合せ：ライフサポートセンター中部
　　　　　　TEL054-270-3963（平日9:00～17:00）

無料法律
相談会
無料法律
相談会

第26回

この相談会は、静岡大学法科大学院との共催、生活協同組合ユーコープの後援により、将来、法曹をめざす大
学院学生の実務技能教育と大学院の社会貢献活動を兼ねて開催しております。ご相談には、大学院教員であ
る弁護士（実務家教員）と大学院学生が同席し応じ、約1時間じっくりお話を伺いアドバイスをいたします。

毎年、静岡県労働金庫と共同開催している消費生活セミナー。今年度は、今話題のスマートフォンにつ
いて、知っておきたい注意点を学ぶ講座を開きました。その中で、ケータイとスマホの違いや利便性とリ
スク、子供に持たせる際の対策に触れ、ケータイはインターネット付き携帯電話、スマホは電話機能付
き小型パソコンと表現し、子どもに持たせる時は、フィルタリングをかけて悪影響をあたえる情報を遮断し、
良い情報だけを見られるようにすること、また、購入する時販売店で必ずチェックしてもらうことも大切と
説明しました。便利な反面、間違った使い方をすると高いリスクを伴うことに触れ、「技術的な対策だけ
では子供を守りきれない。最後に子供を守れるのはあたたかな家族の絆です。」と結びました。

静岡ワークライフ研究所

自主研究発表セミナー
静岡県におけるサポートシステム

構築に関する調査研究

【開 催 日】　2013年4月26日（金）
【開催時間】　14時00分～（受付開始13時30分）
【開催場所】　静岡県勤労者総合会館3階
　　　　　　ALWFロッキーセンター
　　　　　　（公財）静岡県労働者福祉基金協会
　　　　　　「大会議室」
【参加対象者】　一般
【参 加 費】　無料
【参加人数】　70名

【プログラム】
開会　14時00分
Ⅰ部　14時10分～14時40分　調査報告
―　休憩　―
Ⅱ部　15時00分～16時20分　
　　　パネルディスカッション
「静岡におけるサポートシステム構築に向けて」

　静岡ワークライフ研究所では、2011年度から2年に渡り「静岡県におけるサポートシステム構築に関する調査
研究」を行ってまいりました。「就労」「地域」「若者」を切り口として、様々な困難に直面する人々を地域全体で支援す
るサポートシステムについての提案をしたいと考えています。
　是非とも参加者の皆様と共に議論を深め、“静岡型サポートシステム構築”の足掛かりにして頂きたいと思います。

☎054-273-3000申込先

参加者募集

【スマートフォンを購入する前に知っておきたい3つのポイント】 
講師：NPO法人 e-Lunch 理事長 松田直子

【1/26コープしずおか新沢田店・2/2コープしずおかさんじの店・2/16ＡＬＷＦロッキーセンターにて】

開催報告

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

会　場： 沼津 / 沼津労政会館  
　　　　浜松 / 浜松労政会館
時　間：13:00～15:00　　参加費：各回500円
申　込：コープしずおか　
　　　　TEL0120-878-940（平日9：00～17：00）
※静岡開催 10/5    ロザンナ・ザンボン（ヒデとロザンナ）

10/19  多賀洋子
10/26  二村祐輔

セカンドライフを考えることは、「これからの人生」を豊かにします。誰でもいつ
かは迎える老い、第二の人生をどうデザインするか、自分が望むものは何かを
考えてみませんか。このセミナーは、老い支度を前向きに有意義に過ごすため
のヒントを含め、これまでの経験や思いなどを各講師よりお話いただきます。

（仮）もう君を幸せにできんと泣いた夫（つま）
～認知症介護を通じて～ 講師：多賀洋子

主婦。京都大学薬学部卒業。若年性認
知症を患う元大学教授の夫が亡くなるま
での9年間、介護を続ける。この間の経験
を著書として出版、またNHKラジオ深夜
便にも出演。現在、同じ苦しみを抱える家
族の役に立ちたいと講演活動を行う。著
書：ふたたびのゆりかご、認知症介護に
行き詰る前に読む本「愛情を込めたウソ」
で、介護はラクになる。

第2回
沼津6/4
浜松6/1

（仮）人生笑って暮らしたい
講師：喜味家たまご

演題未定（エンディング・墓）
講師：二村祐輔

漫才師 「喜味こいし」の次女。3歳より日
本舞踊を始め、藤間流師範、藤間史貴の
名前で活動。浄瑠璃・新内を岡本派「岡
本弥八」に師事し、平成7年阪神淡路大
震災より、三味線放談「喜味家たまご」と
して拠点を神戸から大阪へ移す。現在、
繁昌亭や落語会、演芸会、ラジオ等に出
演。

第1回
沼津5/24
浜松5/25

日本葬祭アカデミー教務研究室主宰、
（株）セピア代表取締役。都内葬儀社に
18年勤務後、葬儀コンサルタントとして
独立。消費者向け「わかりやすいお葬式
セミナー」は大好評。テレビ・ラジオへの
出演や、全国各地での講演等で活躍の
他、自分らしい逝きかた、家族の為の葬
儀大辞典など著書も多数ある。

第3回
沼津6/11
浜松6/8

申込みは8月より開始

【今からはじめる老い支度】　参加者募集！
ロッキーカレッジ
のご案内
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事業団体職員・労福協役員へ贈る言葉

4回シリーズ
運動継承

その

新 企 画地区労福協三役の22地区リレートーク
物登場
No.7

新 企 画

人
増田 智彦さん
地区労福協名と役職：掛川地区労福協　事務局長

出身組織：ヤマハモーターパワープロダクツ労働組合
役職名：執行委員長
①趣　味 ： 近所を散歩
②モットー ： 何事にもチャレンジ
③最近感動したこと ： 子供のバレーボールの試合をビデオで見た時の我が子の成長ぶり
④最近失敗したこと ： 地元の新年会で日本酒を呑みすぎて潰れたこと

マスダ　　 トモヒコ 「
被
災
者
支
援
法
」の
成
立
藤
田
克
己

（
元
、
県
評
事
務
局
長
）　〝今

な
ら
間
に
合
う
！
負
担
軽
減
の
た

め
、ま
ず
は
相
談
し
よ
う
！
〞（
ク
レ
ジ
ッ

ト
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
・
サ
ラ
金
の
被
害
を

な
く
す
静
岡
県
民
会
議
）の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
手
許
に
あ
り
ま
す
。

　競
輪
、
競
艇
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス
が
県

内
に
多
く
あ
っ
て
か
、
借
金
ま
み
れ
で
、

退
職
に
追
い
こ
ま
れ
る
寸
前
の
組
合
員

が
垣
間
み
ら
れ
、
高
金
利
の
も
の
か
ら

労
働
金
庫
借
入
れ
、
一
括
返
済
の
世
話

役
を
受
け
も
つ
の
も
労
働
組
合
役
員
の

仕
事
の
一
つ
で
し
た
。

労
働
組
合
の
活
動
と
し
て
、
国
会
請
願
、

陳
情
、
地
方
議
会
へ
の
意
見
書
提
出
、

示
威
行
動
（
デ
モ
、
大
行
動
、
集
会
）、

署
名
な
ど
幾
多
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
画
期
的
な
も
の
と
し
て
「
自
然
災

害
に
対
す
る
国
民
的
保
障
制
度
」
の
実

現
を
目
指
す
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
全
国

で
二
千
四
百
万
全
人
の
署
名
が
集
め
ら

れ
、政
府
（
梶
山
静
六
官
房
長
官  

当
時
）

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
参
照
）

　静
岡
県
内
で
は
、
過
去
最
高
の
八
○

五
、
八
八
八
人
の
署
名
、
静
岡
県
議
会

を
は
じ
め
県
下
五
七
の
市
町
村
で
意
見

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
の
中
軸
と
な
っ
た
の
は
、

（
財
）
全
労
済
協
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
つ
く
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
自

然
災
害
に
対
す
る
国
民
的
保
障
制
度
の

提
言
」（
一
九
九
六
年
一
月
一
七
日
付
、

全
国
紙
へ
の
全
面
意
見
広
告
）
を
皮
切

り
に
「
自
然
災
害
に
対
す
る
国
民
的
保

消
費
者
金
融（
サ
ラ
金
）と

世
話
役
活
動

障
制
度
を
求
め
る
国
民
会
議
（
代
表
世

話
人
・
貝
原
俊
民
兵
庫
県
知
事
ら
）
に

結
集
し
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災

地
の
、切
実
な
討
議
と
提
案
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
運
動
で
し
た
。

　こ
の
結
果
、
一
九
九
八
年
五
月
十
五

日
、「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
被
災

者
支
援
法
）
が
成
立
、
都
道
府
県
が
拠

出
し
て
基
金
を
つ
く
り
、
自
然
災
害
で

住
宅
を
失
っ
た
人
に
最
高
百
万
円
の
支

援
金
を
支
給
す
る
制
度
が
、
一
九
九
九

年
（
平
成
十
一
年
）
度
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　被
災
者
支
援
法
が
出
来
る
ま
で
は
、

自
然
災
害
に
起
因
す
る
個
人
被
害
に
つ

い
て
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
ど
こ
に
も
責
任
が
な
く
、
そ

の
回
復
は
自
助
努
力
が
原
則
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
相
互
扶
助
、
社
会
連
帯

の
立
場
に
た
っ
た
制
度
が
構
築
さ
れ
る

キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　みなさん、こんにちは。

　掛川地区労福協で事務局長を仰せつかっ

ております増田です。私はこの地区の事務

局長の任務について３年目に突入いたしま

す。まだまだ至らない点が多々あるかとは

思いますが、周りの幹事の皆さんをはじめ、

多くの方にご協力を頂きながら、精一杯任

務を務めております。この場をかりて、ま

ずは皆さんに感謝を申し上げます。

　さて、人物紹介のリレートークというこ

とで原稿依頼を受け、これまでの方々の原

稿を再度読み返してみましたところ、各地

区の事務局さんはそれぞれ多彩な趣味や、

これまでの経歴などが豊富で改めて感心い

たしましたが、いざ私は何か･･･？と考える

と、なかなか思い浮かんできませんでした

が、そんな中でも、近頃私が最も考えされ

られたことをお話させていただきます。

　成功を成し遂げた方の書いた本を読んで、

今の自分はどうなんだろう？と改めて見つ

め直すきっかけとなったことがありました。

その本にはこのようなことが書かれていま

した。

　『成功するためには、成功するまで続ける

ことである。途中であきらめて、やめてし

まえばそれで失敗である。だから、くじけ

ることなく繰り返していく。決してあきら

めない。成功するまで続ける。』

　これは仕事ではもちろんのこと、どんな

ことにでも言えることであり、例え失敗し

てもその失敗から何かを掴み取りやり直す。

そうした繰り返しが自分自身の知識や経験

を成長させ、いつかは成功に結びつくこと

乗
り
越
え
ら
れ
な
い

壁
は
な
い
！

ができると思います。

　今の時代は直ぐに結果を求められ、なか

なか失敗が許されないような雰囲気となっ

て、結果として高い目標・チャレンジを拒

んでしまいがちですが、何か一つは大きな

目標に向かって日々コツコツと取り組んで

いかなければいけないと考えます。自分自

身、実際にはこのコツコツと地道に続ける

ことが非常に苦手で、直ぐに「まぁいいか！

これだけできれば十分」と勝手にゴールを

変更してしまうことがありますが、立てた

目標を見失うことなく、今の自分にとって

は非常に高い壁であったとしても、いつか

は乗り越えてやるんだ！という意気込みと

チャレンジ精神を持っていれば、『乗り越え

られない壁はない』と信じて、色々なこと

にチャレンジしていきたいと考えています。

　今後も、生活者・勤労者にとってまだま

だ厳しい環境ではありますが、生活への不

安を少しでも払拭するために、組合役員や

地域の皆さんと共に、労福協活動を盛り

上げ、目標を見失うことなくコツ

コツと活動を進めて行きますので、

今後とも是非よろしくお願いします。

（
一年
間
、
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
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地域・地区労福協活動紹介

北駿地区
労福協

伊東熱海地
区労福協

榛南地区
労福協

志太地区
労福協

　
北
駿
地
区
で
は
、１

月
19
日
に
例
年
開

催
し
て
い
る
福
祉

と
暮
ら
し
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、当
日

は
、退
福
共
・
グ
リ
ー
ン
友
の

会
の
方
々
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。講
師
に
は
、Ｊ
Ａ
長
野
厚

生
連
　
佐
久
総
合
病
院
地
域

医
療
部
地
域
ケ
ア
科
医
長
の

色
平
哲
郎
様
を
迎
え
、「
金
持

ち
よ
り
心
持
ち
　
大
往
生
の

条
件
と
は
？
　
〜
信
州
の
赤

ひ
げ
先
生
が
痛
快
に
語
る
〜
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
色
平
先
生
に
つ
い
て
は
、ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ロ
ッ
キ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
講
師
と
し
て
の
評
判
を
お
聞
き
し
、北
駿
地
区
で
も
、ぜ
ひ

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
お
願
い
を
し
ま
し
た
。色
平
先
生
は
、日
本
の

農
村
医
療
に
取
り
組
む
第
一
人
者
で
あ
り
、超
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
こ
れ
か
ら
の

医
療
に
つ
い
て
、様
々
な
分
野
の
人
か
ら
、先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
に
来
ら
れ

る
そ
う
で
す
。先
生
の
お
話
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
人
間
関
係
を
円
満

に
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
は『
A
K
A
＝
あ
て
に
し
な
い
、期
待
し
な
い
、あ
き
ら
め

る
』だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
の
言
葉
で
す
。「
今
の
日
本
は
、医
療
や
生
活
な
ど
、

様
々
な
面
で
他
国
よ
り
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
に
、そ
れ
以
上
の
期
待
を
し

て
い
る
か
ら
、ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も
、マ
イ
ナ
ス
な
考
え
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。

最
初
か
ら
、『
Ａ
Ｋ
Ａ
』で
い
れ
ば
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も『
感
謝
の
気
持
ち
』が

出
て
く
る
。こ
の
こ
と
が
、心
や
人
間
関
係
を
豊
か
に
し
て
い
く
。」農
村
で
は
、今
の

若
い
人
々
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
、と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
昨
年
　
月
１
日
に
、藤
枝
地
区

及
び
焼
津
地
区
労
福
協
は
合
併

し
、新
た
に「
志
太
地
区
労
福
協
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
で「
勤
務
地
」と「
居

住
区
」に
お
い
て
相
互
性
の
高
い

両
地
区
労
福
協
を
一
本
化
す
る
こ

と
で
、行
政
へ
の
意
見
反
映
や
政

策
提
言
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
を

跨
ぐ
労
働
者
の
福
祉
活
動
が
可
能

に
な
り
ま
す
。ま
た
、今
ま
で
以
上

に
両
地
区
相
互
に
よ
る
協
力
体
制

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、会

員
が
労
福
協
活
動
に
参
加
し
や
す

く
な
り
、更
に
組
織
の
拡
大
・
充
実

し
た
取
り
組
み
を
行
う
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
お
披
露
目
を
兼
ね
、各
事

業
団
体
及
び
行
政
関
係
者
の
方
々

を
お
招
き
し
、２
月
１
日
小
杉
苑

に
て「
設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」を

開
催
し
ま
し
た
。来
賓
を
含
め
１

６
０
名
と
い
う
多
く
の
会
員
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、テ
ー
ブ
ル

対
抗
ゲ
ー
ム
や
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
い
、藤
枝
・
焼
津
地

区
の
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、今
後
の
活
動
に
つ
な

が
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
3
年
２
月
　
日
に
榛
南
地
区
労
福
協
主
催

の「
親
子
ふ
れ
愛
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ

の「
親
子
ふ
れ
愛
の
集
い
」は
　
回
を
数
え
、

子
供
向
け
映
画
を
上
映
す
る
こ
と
で
親
と
子

の
ふ
れ
合
う
場
の
提
供
と
、映
画
を
通
じ「
友

情
・
絆
・
思
い
や
り
」な
ど
子
供
た
ち
の
心
の
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、各
会
員
企
業
か
ら
も
協
賛
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
会
場
が
耐
震
化
の
問
題
か
ら
使
用
で
き

ず
、牧
之
原
市
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
会

場
は
市
街
地
よ
り
若
干
離
れ
、か
つ
分
か
り
難
い
所
に
あ
る
こ
と
か
ら

集
客
を
心
配
し
ま
し
た
が
、当
日
は
会
場（
5
0
0
人
収
容
）に
入
り
き

れ
な
い
程
の
人
が
集
ま
り
、心
配
と

は
逆
に
申
し
訳
な
い
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
愛
の
集
い
は
午
前
10
時
に

始
ま
り
地
区
労
福
協
会
長
・
牧
之
原

市
長
の
挨
拶
の
後
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
作

品「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
3
」を
上
映
し

ま
し
た
。そ
の
後
お
楽
し
み
抽
選
会

を
行
い
午
前
中
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
、親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て
の
会
場
で
は
あ

り
ま
し
た
が（
天
候
が
良
か
っ
た
の

か
、映
画
が
良
か
っ
た
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
）、会
場
に
入
り
き
れ
な

い
人
た
ち
が
来
た
場
合
、ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
来
年
に
向

け
た
課
題
も
見
え
ま
し
た
。

　
伊
東
熱
海
地
区
労
福
協
の
要
望
書
提
出
を
き
っ
か
け
に
、昨

年
、伊
東
市
版「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。伊
東
市
内
各
所
で
の
配
布
の
ほ
か
、民
生
委
員
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
な
ど
、お
金
や
消
費
取
引
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
東
熱
海
地
区
労
福
協
で
は
、こ
れ
か
ら
社
会
に
関
わ
っ
て
い

く
若
者
へ
の
啓
発
に
活
用
し
た
い
と
考
え
、市
内
の
高
校
に
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
が
、昨
年
12
月
に
県
立
伊
東
商
業
高
校
、今
年
２

月
に
県
立
伊
東
高
校
お
よ
び
伊
東
高
校
城
ケ
崎
分
校
と
、市
内
全

３
高
校
で「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」講
座
の
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。伊
東
商
業
高
校
で
は
１
年
〜
３
年
生
の
全
校
生
徒
、

伊
東
高
校
お
よ
び
伊
東
高
校
城
ケ
崎
分
校
で
は
３
年
生
を
対
象

に
開
催
し
、計
７
０
０
名
余
の
高
校
生
が
、と
て
も
熱
心
に
聴
い

て
く
れ
ま
し
た
。講
師
は
ろ
う
き
ん
伊
東
支
店
の
井
出
雄
大
、石

川
祐
輝
、佐
々
木
清
陽
の
若
手
３
職
員
。年
齢
の
近
い
講
師
が
、自

身
の
体
験
を
ま
じ
え
て
お
話
し
し
た
の
で
、高
校
生
に
も
受
け
入

れ
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
当
日
の
様
子
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
２
社
で
ニ
ュ
ー
ス
放

映
さ
れ
、新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル

に
か
つ
！
」は
、ま
だ
ま
だ
活
用
範
囲
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

労
福
協
で
は
市
と
の
協
調
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

福祉とくらしの
セミナーを開催しました

12

志太地区労福協　
設立記念パーティー開催

伊東市内全高校で
「マネートラブルにかつ！」講座を開催

「親子ふれ愛の集い」を開催 

17
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〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○静岡市葵区　　勝又　敦子　様
○静岡市駿河区　成田　憲治　様
○掛川市　　　　花村　和彦　様
○浜松市中区　　犬塚　直美　様
○湖西市　　　　水野　晋　　様

（１） A： さばじゃが君
（２） B： ワーカーズライブラリー
（３） C： ブルーベリー

応募総数61通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）労働金庫は今年で創立何周年になりましたか？
　　A．３０周年　
　　　B．6０周年　　
　　　C．10０周年
（２） 災害ボランティアによる救援活動のための
　　図上訓練は今年で何回目？
　　Ａ．５回　Ｂ．8回　Ｃ．10回
（３）伊東市内全高校で開催された講座は？
　　Ａ．「マネートラブルにかつ！」　
      Ｂ．「住まいのトラブルにかつ！」
       Ｃ．「恋愛トラブルにかつ！」

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１3年5月31日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■労福協だよりを届けてくれる労金の担当者の人が
とてもよい人で、ついついしっかり中身も読んでいま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

■「さばじゃが君」青魚と野菜たっぷりの体に良さそう
なコロッケは美味しそうでぜひ食べてみたいです。こ
ういった情報はなかなか知られなかったので大変よ
かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 伊東市　土屋様

■昨年11月27日　福祉とくらしのセミナーの向井亜紀
さんの『夢が生きる力になる』に参加させていただきま
した。子宮けいがんで14回も手術され、キツかったり
泣けてきたりした中でもhappyになれる素敵なお話で
した。ありがとうございました。　　　 　　　　　　
　　　　　　　 　　 静岡市清水区　望月様

■いつも楽しみに拝見しております。今回はワーカー
ズライブラリーの開設に惹かれました。労働組合が主
体となった人材教育に注力したいと考えており、組合
役員の研修や勉強会などにも使えるのではないかと
期待しております。　 　　　　　　　　　　 　　
　　　　　　 　　　　静岡市清水区　池ケ谷様

■私は宮城の農家を救うカンパの募集に賛同しました
が、全部枯れてしまったと思われたアセロラ園の木から
奇跡的に芽が出てきた木があるとの記事を読みまし
た。ブルーベリーの木もりっぱに強く育ってくれるのを祈
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　富士宮市　藤澤様

労福協事務局員として雇用していただいて８年目になります。地
区の役員さんとの絆を感じながら働かせていただいています。ひ
とつの行事を終える毎に感動や達成感を受取る事ができ自分の
成長を感じられ、やり甲斐のある職場です。事務所はＪＲ鷲津駅よ
り徒歩３分の好立地の場所にあります。ぜひお立ち寄りください。

氏　名／藤原ゆかり
血液型／ O型
趣　味／演劇・映画鑑賞、
　　　ライブコンサート、
　　　抹茶スイーツ

ふじわら

（湖西地区労福協担当）
事務局員紹介 湖西

R o f u k u k y o  2 0 1 3  S p r i n g  13
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〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180

東部支所（共済ショップ沼津店） 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
中部支所（共済ショップ静岡店） 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店） 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888
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